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主な内容

表紙は安城南高等学校の生徒さんの作品です。詳細は裏表紙をご覧ください。

	 2頁	 議案質疑・委員会審査
	 6頁	 一般質問のあらまし

	14頁	 議案などの審議結果
	 	 委員会・部会の活動状況

	15頁	 行政調査報告
	16頁	 全議員研修会報告等



　9月1日から26日までの26日間の会期で9月定例会が開かれました。令和4年度決算のほかに
条例改正、補正予算、請願などを審議しました。
　令和4年度一般会計、特別会計と企業会計では、決算特別委員会を設置し、集中審査の結果、
原案どおり認定しました。ここでは、決算と議案の主な質問などを掲載します。

実質収支実質収支41億円超の黒字億円超の黒字令和4年度

決算

市税
52.9%

繰入金
0.0%

使用料及び手数料 1.4%
繰越金 7.0%
諸収入 4.6%

分担金及び
負担金 0.5%
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自主財源 0.4%

国庫支出金
15.1%

県支出金 6.5%

地方消費税
交付金 6.4%

市債 2.2% その他 3.0%

総務費
11.7%

民生費
40.7%

議会費　0.5%

消防費
2.8%

公債費 4.4%

商工費
1.4%
農林水産
業費 1.9%

労働費 0.1%

教育費
13.6%

土木費
10.5%

衛生費
12.4%

借金を
返すお金

子どもやお年
寄り、障害者
の福祉などの
ためのお金

ごみ処理や
予防接種な
どのお金

依存
財源

自主財源

歳入
771億
2077万円

歳出
721億
9920万円

令和4年度一般会計決算

健康 緊急新生児出産応援金の事業目的

まちづくり 企業立地ニーズ調査を実施しました

緊急新生児出産応援金の事業目的とその
成果は。

今回初めて行われた企業立地ニーズ業務
委託の調査対象、調査内容及び調査結果

は。

Q

Q

コロナ禍において、様々な負担や不安を
抱える中、安心して子供を産み、育てて

いく家庭を応援することを目的とした事業。
　端的に効果を図るものではないが、市民アン
ケート調査の「子育てについて」という項目の満
足度が、令和3年度の48％から、令和5年度の
速報値では49.5％となり、1.5ポイント上昇
した。

A

市内に工場を有する企業と取引のある全
国3000社を対象に新規立地へのニーズ

調査をした。そのうち28社が安城市へ立地の
可能性があると回答し、伊勢湾岸自動車道・国
道1号に隣接する北部地区への関心が最も高か
った。

A

一般
会計
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福祉 介護人手当とおむつ券代の支給は？

福祉 災害見舞金の支給

税金税金の使い方を議会がチェックの使い方を議会がチェック

令和4年度特別会計別決算

会計名（事業） 歳入 歳出

国民健康保険 151億1832万円 139億1468万円

土地取得 97万円 42万円

有料駐車場 5億4677万円 2億9117万円

安城桜井駅周辺
特定土地区画整理 23億3466万円 21億4457万円

介護保険 111億4315万円 105億4759万円

後期高齢者医療 25億1606万円 25億0669万円

一般会計…行政の基本的な経費を市税などを主な財源として経理する会計
特別会計…事業目的を限定し、特定の歳入を特定の支出に充てて経理する会計

（千円以下四捨五入）

令和4年度企業会計別決算

※収益的収支…経営活動により発生する収支
※資本的収支…施設を建設・整備するための収支

区分 収入 支出

収益的収支 34億5238万円 29億7985万円

資本的収支 4億9489万円 19億7949万円

（千円以下四捨五入）水道事業会計

区分 収入 支出

収益的収支 30億4704万円 29億6137万円

資本的収支 15億0468万円 28億2252万円

（千円以下四捨五入）下水道事業会計

この事業の
成果は
どうなの？

前年度より金額が
増えているけど、
なぜ？

ねたきりや認知症高齢者の介護人手当
が令和4年度は1家庭ごとに月額3000

円支給されている。一方、平成25年までは月
額5000円であり、お
むつ券も交付していた。
おむつ券はそれぞれい
くら助成していたか。
　また、近隣市はどう
か。

Q

災害見舞金はどのような場合に支給を受
けることができるのか。Q

平成25年度まで介護人手当は、月額
5000円におむつ券代として月額3000

円の総額8000円だったが、平成26年度から
は介護人手当は月額3000円、おむつ券代が月
額7000円の総額1万円としている。
　岡崎市は手当のみで5000円、豊田市はおむ
つ券のみで3000円。刈谷市は手当が5000円、
おむつ券が3000円。知立市は手当が3000円、
おむつ券は1袋の現物支給。

A

災害、火災、火災に伴う消火活動による
死亡や負傷、住居や家財への一定以上の

損害、床上以上の住居の浸水などの被害があっ
た場合が対象となり、被害を受けた場合に被災
届を提出することで支給される。

A
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「ラーケーションの日」モデル事業委託金とは？
予算金額：1709万円余

一般
会計

補
予
正
算

「ラーケーショ
ンの日」モデル

事業委託金の内容は。
Q 「ラーケーションの日」を実施することに

より増加する教職員の業務負担の軽減を
図るため、支援員や非常勤講師を配置すること、
リーフレットを作成・配布することで、保護者
及び教職員に対して周知を図ることを目的に行
われる事業。県の委託金で運営する。

A

給与 市正規職員の男性と女性の給与の差異の要因

市正規職員の男性の給与を100とした
時の女性の給与は75.9。給与の差異の

要因は。
Q 管理職手当の全体支給額の90.9％、扶

養手当の全体支給額の90.6％を男性が
占め、育児のための部分休業で減額となる額全
体の98.4％を女性が占めていることが挙げら
れる。

A

「ラーケーションの日」モデル事業の期間
は。Q モデル事業の期間は、令和5年10月2日

から今年度末まで。A

令和4年度	決算

暮らし デンパークの市民特別入園券回収率と経費

デンパーク市民特別入園券の回収率はど
のくらいか。

　また、100円
を売り上げるため
に経費はいくらか
かるか。

Q 令和4年度は4月と10月の広報にて、市
民特別入園券を31万1860枚発行した。

使用枚数は4万5814枚で回収率は14.7%。
　100円売り上げるための経費は118円※。
一人でも多くの市民が足を運んでもらえるよう、
イベントを開催していく。
※�管理運営委託料を除く事業収益と「デンパーク・
道の駅施設管理事業」の決算額による比較

A

契約 入札参加者が少ない原因と対策

総合評価方式入札67件のうち、1者応
札となった工事は15件、2者応札は12

件で、全体の約40％を占める。原因と対策は。
Q 下請業者の確保や技術者の配置ができな

い、工期内での完了に不安を持つなどが
原因。施工条件や関係機関からの制約、資材調
達に必要な日数など検討し、工事が集中しない
よう、平準化を図るとともに、適正な工期と施
工条件を設定する。

A
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この事業を始める背景と、この補助金の
内容は。

防犯用具購入費の補助
予算金額：480万円

一般
会計

補
予
正
算

Q 本年7月末時点の昨年同期比で暫定値が、
住宅対象侵入盗が27％、自動車盗で25

％増加していることから、犯罪抑止のため実施
する。主な対象品目は、屋外用センサーライト、
ガラス用防犯フィルム、防犯砂利、自動車のハ
ンドルロックやタイヤロックなどで、補助金額
は購入費の2分の1、上限は1万6000円で申
請は1世帯につき1回。本年10月から実施。

A

市民ふれあい農園の開設
予算金額：80万円

一般
会計

補
予
正
算

農園の広さと区画数、場所はどこか。
また、特定農地貸付法により開設する市

民農園は市内何例目で、どのような農園を目指
し、どのような利用者を想定しているのか。

Q 広さは1803㎡、区画数は100区画。
場所は三河安城小学校の南西側で、市内

3例目。「学ぶ・味わう・シェアする楽しさ」を
体験できる農園を目指し、20代から40代の子
育てママを中心に募集意向があるとのこと。

A

わずか3回で結論が集約できるのか。審
議に必要な情報を提供できるのか。

設立の目的は。Q 負担付寄附により、本市が施設（アリー
ナ）を所有することで得られるメリット

やリスク、市民が得られる利益の評価を審議す
るため。

A

条
改
例
正 三河安城交流拠点検討審議会の設立議案

55号

設置期間、委員定数及び委員構成は。

Q

Q 本年10月から12月まで、3回の開催を
予定。スポーツまちづくり、スポーツ・

アリーナ、公民連携、法律の各専門家の4人で
構成予定。

審議会開催日以外にも、答申に向けて調
査や審議する。必要な情報は、国の「ス

タジアム・アリーナ改革ガイドブック」を参考に
整理し、スポーツとまちづくりとの連携、アリー
ナの施設活用や運営に精通した事業者と業務契
約を締結し、滞りなく審議できるよう準備してい
る。

A

A
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一 般 質 問

第9次総合計画の目指す都市像について

問　目指す都市像に込める市長の想いは。
答　少子化が進展し、人口減少が加速していく
中、子どもを核としたまちづくりが必要。安心
して子どもを産み、育てることのできる仕組み
を作り、市民の豊かな暮らしと地域の未来を支
える確かな力を蓄え、安全・安心で誰もが住み
たくなる魅力あふれるまちづくりを進めていく。

介護認定について

問　現在、介護認定にどれくらい時間がかかっ
ているのか。特別養護老人ホームの待機人数は。
答　認定までに約
46日かかっており、
特別養護老人ホーム
の入所待機者は、令
和5年4月1日現在
で145人。

手話言語条例について

問　手話言語条例の概要は。
答　手話は言語であると認識し、すべての市民
が地域の一員として相互に理解を深め、わかり
合い、認め合い、支えあう地域共生社会の実現
に寄与するとともに、手話を使用する機会の確
保とそれを大切に受
け継ぐべきものであ
る。この基本理念の
もと、施策を推進す
る。

松
まつ

本
もと

	佳
か

栄
え

議員

安城創生会
録画配信中

　一般質問では、市政全般にわたって
事業の執行状況や将来に対する方針等、
皆さんの生活にかかわる大切な内容に
ついて市長に質問を行います。
今定例会では15人の議員が質問をし
ました。議員1人あたりの持ち時間は
質問と答弁を合わせて1時間以内です。
ここでは、内容を要約して掲載してい
ます。未掲載の質問などは、映像配信
や会議録（11月下旬掲載予定）でご覧
いただけます。議員ごとに掲載の映像
配信QRを読み取っていただくと、一
般質問の冒頭から映像がご覧になれま
す。
　一般質問や閉会日にはライブ中継を
実施しています。次回の日程について
は裏表紙をご覧ください。

検索安城市議会

QRコードを読み取っ
てご覧ください。
※パケット・通信料が
かかります。

議
員
が
聞
い
た
！

今
と

こ
れ
か
ら
一 般 質 問

【映像配信】 【会議録】
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「生理の貧困」について

問　「生理の貧困」対策の課題と今後の取り組み
は。
答　令和３年５
月から市内公共
施設の一部で各
種相談先を記載
した案内チラシ
とともに生理用
品の無償配布を実施してきたが、相談支援につ
ながったかについて把握ができていない。今後
は、市役所本庁舎１階、北庁舎１階女子トイレ
に試行的に生理用品を設置し、必要とされる方
が利用できるようにしていく。

産後ケアについて

問　「アウトリーチ型（居宅訪問型）支援」の今後
の取り組みは。

答　現在実施している
「宿泊型」産後ケアなどと
同様に、産科医療機関や
助産所との個別委託契約
による実施に向けて調整
中。

「強度行動障害」について

問　同障害の方の受入れ施設や家族への支援は。
答　事業者に対する強度行動障害支援者養成研
修への受講勧奨、
愛知県の専門アド
バイザーに専門的
見地から助言を受
けるなどし、事業
所と協働で本人と
その家族への支援
をする。

災害時の情報について

問　今後の防災・行政アプリの活用は。
答　災害時に限らず、
平時にも防災コラムや
防災イベント等の情報
配信を行っていく。
　また、写真投稿機能
で収集した情報につい
ても個人情報等の取り
扱い等をルール化し、
多くの市民に有益な情
報が提供できるよう努
める。

中学校の文化系部活動の地域移行につ
いて

問　学校の施設開放や楽器の使用など市の考え
は。
答　楽器の管理が学校であることや、近隣への
音の問題、運営面
等により、校内の
体育館や格技棟が
適切と考える。今
後は、運動部活動
と同様に、学校開
放の使用枠を調整
していく。
問　地域交響楽団との連携など市の考えは。
答　多様な活動へのきっかけとなるよう、音楽
と美術に関する「中学生日曜教室」を開催してい
く。特に音楽では、安城市交響楽団やニューウ
インドオーケストラ、合唱では安城市少年少女
合唱団の3団体を生徒らに紹介している。今後
は、教室の開催状況や受講者のニーズなどを踏
まえ、連携先も検討していく。

宗
そう

	文
ふみ

代
よ

議員

公明党
安城市議団

録画配信中

横
よこ

田
た

	雅
まさ

史
し

議員

みらいの風
録画配信中
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一 般 質 問

女性消防団員について

問　女性消防団員の加入促進を図る上で、市が
消防団詰所等の設備を改善する必要があると考
えるがどうか。
答　女性に配慮したトイレや更衣室などの設備
を整備する必要があると認識している。女性消
防団員の入団状況や消防団詰所の状態等を考慮
しつつ、男女が共に利用しやすい設備となるよ
う改修工事等を検討していく。

さくらねこTNRについて

問　野良猫の増加を抑制し、野良猫による地域
の問題を解決する手法のひとつとして有効であ
る。多くの市民に活動を認知していただくこと、
この活動に取り組むボランティア団体を増やし
ていくことが重要と考える。今後、どのように
周知していくのか。
答　活動に参加したい、協力したいという市民
や団体数を増やすことは重要で、さくらねこ
TNRへの理解を深められるよう、市公式SNS
等を活用して、更なる周知啓発を図っていく。

小中学校教職員の多忙化解消について

問　教育委員会と各学校の取り組みは。
答　教育委員会の取り組みとしては2点。
　1点目は、市費負担による人員配置。学校ご
とに国から定められた教員数に加え、市独自で
常勤講師や非常勤講師を任用し、小学校1、2
年生での少人数学級、中学1年生の35人学級、
肢体不自由学級に対応する教員を増員してい
る。また、全小中学校に校内の消毒や、印刷な
どの業務を担うスクールサポートスタッフを配
置。今年度からは、児童生徒数600人以上の
学校に対して、非常勤養護教諭を配置している。
　2点目は勤務時間管理。管理職が勤務実態を
把握した上で、勤務時間の適正化や業務改善に
積極的に取り組むよう指導するとともに、話し
やすく気軽に相談できる職場環境の醸成に努め、
教職員一人一人の勤務に対する意識の向上につ
なげている。
　また、夏季休業中における1週間の学校閉庁
日を設定することや、会議等の精選や実施方法
の見直しを行っている。
　次に、各学校の主な取り組みとしては、行事
の精選や見直し、会議時間や回数のスリム化や
資料のペーパーレス化、保護者ボランティアの
活用などを行っている。この他にも、自動採点
ソフトの活用、学校だよりと学年だよりを一本
化するなど、学校の状況や実態に応じた取り組
みを進めている。

◆その他の質問…コミュニティ・スクール（学
校運営協議会）について、言語能力の確実な育
成について、ラーケーションの日について

石
いし

川
かわ

	健
けん

一
いち

議員

安城創生会
録画配信中

大
おお

見
み

	学
まなぶ

議員

安城創生会
録画配信中

猫を
捕獲する

不妊・去勢
手術をする

元の場所に
戻す
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新安城周辺のまちづくりについて

問　名鉄新安城駅は、名古屋駅までおよそ30
分で行くことができる等、非常に利便性の高い
駅である一方で、駅周辺では開かずの踏切やコ
ミュニティの分断など、課題が複雑に絡み合っ
ている。こうした課題を解決するには、抜本的
なまちづくりと鉄道高架を検討する必要がある
と考える。新安城駅周辺の鉄道立体化に対する
市長の想いは。
答　今こそ、これまで進めてきた局所的な対策
から脱却し、新安城駅周辺の抜本的なまちづく
りを進めていくべき時期であると考える。今後
は、まちづくりを進めるうえでの課題を具体化
し、鉄道高架化を見据えた中長期的な視点を持
って、事業展開に向けた議論を地域の皆様とと
もに進めていく。

問　鉄道高架の実現に向け、まずは関係各所に
働きかけていくことが重要ではないかと思うが、
市長はこれまで、どのように動かれたのか。ま
た、今後どのように進めていくのか。
答　令和5年7月31日に行った安城市都市基盤
整備事業促進要望会において、愛知県に対し必
要な調査の実施を要望した。愛知県からは、前
向きに検討を進めていくとの回答があり、今後
は市においてまちづくりの方向性を検討するな
ど、地域との議論を行うために必要な調査を愛
知県と連携し進めていく。

障害者の就労について

問　18～64歳の障害者について、一般就労、
福祉的就労、それ以外の方の人数は。
答　一般就労者数は約1600人、福祉的就労者
数は558人、就労していない人は約1800人。
問　福祉的就労から一般就労への移行について
どのような取り組みをしているか。
答　安城市自立支援協議会の「はたらくグルー
プ」の運営に協力し、商工会議所と連携して「雇
用セミナー」を開催するなどの取り組みをして
いる。
問　福祉的就労の賃金向上に向けた取り組みは。
答　市役所食堂内での物品販売、職員向け注文
販売、また障害者就労施設等から市役所の物品
や役務を優先的に調達するよう努めている。
問　就労していない人に対する社会参加促進の
取り組みは。
答　これまで実施してこなかったが、今後来庁
された際などの機会に社会参加や就労に向けた
案内などを行っていく。
問　市役所で障害者を何人雇用しているか。
答　身体障害者26人、知的障害者1人、精
神障害者12人の計39人。障害者雇用率は
2.83%で、法定雇用率を達成している。
問　障害者の就労について市の方針は。
答　障害のある人が安心して働ける環境づくり
を啓発するとともに、引き続き障害者の就労支
援に尽力する。

松
まつ

尾
お

	学
まな

樹
き

議員

安城創生会
録画配信中 録画配信中

すば	康
やす

貴
たか

議員

安城維新
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一 般 質 問

子育て支援について

問　岸田首相が「異次元の少子化対策」を公言し
た。自治体が子育て支援の費用をまかなうこと
は無理があると考える。国に対して早急に財政
援助を働きかけるべきではないか。
答　小中学校の給食費無償化などの子育て支援
策の充実について、全国市長会から国に対して
要請している。本市も粘り強く愛知県市長会を
通じて全国市長会から国に要望していく。

電動キックボードと電動アシスト自転
車への補助金について

問　今年7月、法改正により、電動キックボー
ドの規制緩和が行われ「特定小型原動機付き自
転車」という区分が設けられた。電動アシスト
自転車と同様に、高齢者や買い物に出かける主
婦などにとって手軽で便利な移動手段と思える
が高額である。購入補助金を考えないか。
答　現時点で
は、補助制度
を考えていな
いが、引き続
き高齢者の移
動手段の確保
について、支
援方法も含め
て調査研究し
ていく。

小中学生タブレット端末持ち帰りにつ
いて

問　小学校低学年児や体格の小さい子、通学に
15分以上かかる通学者に配慮できるか。
答　使わない教科書や資料集など学校に置いて
帰る「置き勉」を推奨。児童の負担等心配な保護
者は相談いただければ適切に対応する。

食物アレルギー対応の備蓄品について

問　食物アレルギー対応食品の備蓄状況は。
答　特定原材料等28品目、または27品目不使
用の食品を、想定
避難者数に基づき、
3日分備蓄してい
る。また、一部に
はハラール認証を
受けた食品もある。

母親の孤立支援について

問　ハイリスク家庭に対する（養育支援訪問事
業の）家事支援の5年間の実施状況と今後の取
り組みは。また、気軽に心理相談できる場はあ
るか。
答　過去5年間で22
家庭、子が0歳と1歳
の家庭であった。今後
は関係機関に事業内容
の周知をし、強い孤立
感のある母親を1人で
も多く支援に繋げる。また、あんぱ～くで臨床
心理士による相談などを実施している。

録画配信中

白
しら

山
やま

	松
まつ

美
み

議員

新自民の会

野
の

場
ば

	華
はな

世
よ

議員

安城創生会
録画配信中
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桜井のまちづくり

問　桜井地域のこれからのまちづくりについて
市の見解は。
答　マチナカプレイスメイキングの制度を活用
したイベント開催など、公民が連携し地域が主
体となって、公共空間を積極的に活用し、まち
の魅力を高められるよう、地域の取り組みを支
援する。
問　桜井和泉線の進捗状況は。
答　安城南高校西交差点の改良から着手、令和
4年度から現況の測量や予備設計を実施中。
問　祥南桜井線、桜井北線の今後の予定は。
答　今年度は全事業区間を対象とし、予備設計
を行い、現地の測量と計画の概要や方針などを
検討。

三河安城交流拠点（アリーナ）について

問　（株）アイシンのアリーナ建設にあたり、市
としての具体的な検討と準備、今後の対応は。
答　（株）アイシンより「負担付き寄附採納及び
建設支援のお願い」文書を受理。「三河安城交流
拠点検討審議会」を設置し、市が、所有するこ
とによるメリット
やリスク、市民の
利益について、専
門家による客観的
な評価を行う。

指定管理者制度について

問　指定管理者の指定の手続きは、法律上どう
位置付けられているか。
答　地方自治法において、条例で指定の手続き
や指定管理者が行う管理の基準及び業務の範囲
等を定め、議会の議決を経て行うとしている。
問　指定の手続きはどのような手順を踏むか。
答　原則公募により選定するが、施設の設置目
的等を考慮し、任意の団体等に管理させること
が適当と判断された施設については、公募しな
い施設として手続きを行う。
問　本制度の目的の一つに、「透明性」が挙げら
れる。重要なことと考えるが、市の認識は。
答　手続きの透明化は、総務省が示す本制度の
目的の一つであり、重要であると考える。

情報公開について

問　市が企業とのやり取りで取得した文書のう
ち、「部外秘」などと表示されたものは、無条件
に開示しないこと
となるのか。
答　「部外秘」など
の記載のみを理由
に開示しない旨の
決定をすることは
ない。

竹
たけ

内
うち

	稜
りょう

人
と

議員

安城創生会
録画配信中

石
いし

川
かわ

	翼
つばさ

議員

新社会
録画配信中

アリーナ建設予想図アリーナ建設予想図

歴史博物館（指定管理者制度導入施設の一例）歴史博物館（指定管理者制度導入施設の一例）
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一 般 質 問

三河安城駅の利便性向上について

問　将来リニアが操業すれば「ひかり」「こだま」
の増便を想定できる。イベント等で在来線三河
安城駅の臨時列車も停車するなど、要望等行う
予定は。
答　現時点で要
望等は想定して
いないが、機会
を捉えてJR東
海にお願いして
いく。

高齢者の移動手段について

問　市内の民間活動団体が行なっている高齢者
等を病院や買い物などに付き添う「高齢者地域
生活支援等実施団体活動支援事業」の移動支援
が学区ごとにあると理想だが、本市での取り組
み内容は。
答　生活支援コーディネーターが情報収集し、
周知やマッチング、団体への伴走支援を行って
いる。
問　乗り合わせやデイサービス送迎の相乗り
により目的地に送迎する「チョイソコ」や「福祉
Mover」など地域住民ニーズにあったデマンド
交通の導入は。
答　高齢者等の移動支援や地域における日常の
交通手段について必要性は増えていくと考えて
いる。支援方法、先行事例を調査研究していく。

◆その他の質問…重層的支援体制整備事業につ
いて

住宅火災被災者支援について

問　市営住宅の一時使用支援につながった実績
は。
答　平成29年6月以
降、使用件数は4件
で、同時期に複数の
住戸を一時使用され
た実績はない。
問　現状では、被災者の相談が市営住宅を管理
する建築課へつながっていない。1戸目を貸し
出した際、2戸目を準備することが必要。どの
ように改善するのか。
答　火災現場や窓口で対応する職員の連携を図
るとともに、市営住宅一時使用に関するリーフ
レットを作成し案内していく。1戸目の住戸が
使用された際には、速やかに次の住戸を準備す
る。広畔住宅を考えているが、その際はシャワ
ーを設置する。

ラーケーションの日

問　多くの子どもたちが同じ日に休むことにな
ったとき、学校としての対応は。
答　保護者の勤務の関係で、多くの子どもたち
が同日に取得する可能性はあるが、取得するこ
とで受けられない授業の内容は、家庭での自習
対応となる。

森
もり

下
した

	祥
さち

子
こ

議員

日本共産党
安城市議員団

録画配信中

石
いし

川
かわ

	いくこ議員

安城創生会
録画配信中
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婚活の推進について

問　若者世代に対し、三重県桑名市のようにア
プリを活用した結婚支援に取り組む予定はある
か。
答　本市におい
ても少子化に歯
止めをかけるに
は、若者の気持
ちに配慮した出会いのきっかけを少しでも多く
創出することは非常に重要であると考える。そ
のため、桑名市が実施している民間のマッチン
グアプリを活用した事業も含め、様々な事例を
研究し、少子化対策に取り組んでいく。

保育園・こども園の延長保育について

問　高棚こども園で延長保育を要望したところ、
人材不足で難しいとのことであったが、人材が
いれば可能か。全部の園での延長保育実施につ
いて、市の考えは。
答　延長保育を実施するための施設の改修等は
特に必要ないため、必要な人数の保育士がいれ
ば延長保育を実施することは可能。
　今後は、多様化した保護者のニーズへの対応
も含め、優先度を総合的に判断し保育環境の整
備を進めていく。

運動部活動の地域移行について

問　休日部活動の段階的な地域移行に伴う、学
校施設優先利用団体の、登録条件、利用時間、
利用できる施設、利用料金は。
答　優先利用団体登録の条件は、中学生の受け
皿となる団体として市公式ウェブサイトでの公
表に同意した団体であること、成人の責任者を
含む10人以上で構成され、その過半数が市内
在住又は在勤者である団体であること、市内中
学校に在籍する生徒が5人以上の団体であるこ
と（営利を目的とした利用は除く）。利用時間は、
原則、午前午後の半日単位での利用とし、利用
できる施設は、運動場、体育館及びテニスコー
ト。利用料金は徴収しない。

問　地域のスポーツ団体の会費、並びに中学生
日曜教室の参加費はいくらか。また、地域のス
ポーツ団体への加入について、学校で所属する
部活動と異なる種目でもよいのか、他校のスポ
ーツ団体に加入できるのか、2つ以上のスポー
ツ団体に同時に加入できるのか。
答　地域スポーツ団体の会費は、1カ月あたり、
無料から最高6000円で、平均1511円。また、
中学生日曜教室の参加費は、1カ月あたり500
円で、申し込み時に半年分と、保険料として別
に年800円が必要。加入については、中学生
本人の意思で選択することができるため、いず
れも参加することは可能。

神
かみ

谷
や

	和
かず

明
あき

議員

安城創生会
録画配信中

田
た

中
なか

	直
なお

樹
き

議員

安城創生会
録画配信中

園での様子園での様子
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委員会・部会などの主な活動状況

８月
８日 未来型スマートまちづくり

特別委員会
25日 議会運営委員会
29日 健康福祉部会 9月

1日 少子化対策特別委員会
８日 決算特別委員会
12日 産業建設常任委員会・決算分科会・部会
13日 市民文教常任委員会・決算分科会
14日 健康福祉常任委員会・決算分科会
15日 総務企画常任委員会・決算分科会・部会
21日 決算特別委員会・議会運営委員会

会派別賛否（○賛成、×反対）
安
城
創
生
会

公
明
党

み
ら
い
の
風

新
社
会

新
自
民
の
会

共
産
党

安
城
維
新提出された案件 結果

認
定

第1号　�令和4年度一般会計歳入歳出決算 原案認定 〇 〇 〇 × 〇 × ×

第２号　�令和4年度国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算 原案認定 〇 〇 〇 × 〇 × 〇

第３号　�令和4年度土地取得特別会計歳入歳出決算 原案認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第４号　�令和4年度有料駐車場事業特別会計歳入歳出決算 原案認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第５号　�令和4年度安城桜井駅周辺特定土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算 原案認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第６号　�令和4年度介護保険事業特別会計歳入歳出決算 原案認定 〇 〇 〇 × 〇 × ×

第７号　�令和4年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算 原案認定 〇 〇 〇 × 〇 × 〇

第８号　�令和4年度水道事業会計決算 原案認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第9号　�令和4年度下水道事業会計決算 原案認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

市
長
提
出
議
案

第55号　�附属機関の設置に関する条例及び特別職の職員で非常勤のものの報
酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第56号　��個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正
する条例の制定 原案可決 〇 〇 〇 × 〇 × 〇

第57号　��特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定
める条例の一部を改正する条例の制定 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第58号　�子ども医療費助成条例の一部を改正する条例の制定 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第59号　�災害派遣手当等の支給に関する条例の一部を改正する条例の制定 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第60号　�令和5年度一般会計補正予算（第3号） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第61号　�市道路線の廃止 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第62号　�市道路線の認定 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第63号　�令和4年度水道事業剰余金の処分 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

同
意

第７号　�固定資産評価審査委員会委員の選任 原案同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第８号　�固定資産評価審査委員会委員の選任 原案同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第9号　�教育委員会委員の任命 原案同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議
員
提
出

議
案

第10号　�議員の派遣 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第11号　�国の私学助成の拡充に関する意見書 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第12号　�愛知県の私学助成の拡充に関する意見書 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
※本紙では、請願・陳情については、採択されたもののみ件名と結果を掲載しています。

9月定例会　議案などの審議結果

議案名と会派名は、一部省略して記載しています。
� 公明党➡公明党安城市議団
� 共産党➡日本共産党安城市議員団

安城創生会	18人　 公明党	3人　 みらいの風	3人　 新社会	1人　 新自民の会1人　 共産党	1人　 安城維新１人

個人別審議
結果はこちら
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先進地
の

事例を
調査！

行政調査行政調査

行政調査行政調査をを行いました行いました報告報告
※紙面の都合により、調査先は１カ所のみを記載しています。
すべての調査先の報告内容はウェブサイトでご覧ください。

市民文教常任委員会　7月26日～28日
◆�北海道札幌市　『札幌市民防災センターについて』
　市民の防火・防災意識の向上を図ることを目的とした施設で、
消防署と併設されており、2階から消防署の車庫内を見学でき、
出動の際はその様子を実際に見ることができる。地震体験、煙避難体験及び消火体験などが
無料で体験でき、親子で防災意識を向上させる良い入り口となっている。
　市民が関心を持ち、防災力を高めるにはとても良い施設であった。本市も防災教育や市民
の災害に対する意識の醸成に向けて、さらに研究していく必要性を感じた。

健康福祉常任委員会　7月19日～21日

◆神奈川県大和市　『こどもの城の取り組みについて』
　こどもの城は、保育需要の増加などに対応するため、令和3年
4月、大和駅に近い旧青少年センター跡地に公私連携型の施設と
して開設した。送迎ステーション事業など、多様化する保育ニーズに対応するための様々な
事業を実施している。
　交通網の発達した大和市ならではの取り組みであった。本市においても今ある資源を有効
に活用しつつ、利用者目線に立った今後の事業展開の必要性を感じた。

産業建設常任委員会　7月5日～7日
◆神奈川県横須賀市　『長井海の手公園（ソレイユの丘）について』
　全国初のPFI事業により公園が造成された後、旧軍用地が市に
贈与されたことにより公園を拡幅し、今年度には新しい指定管理
者のもとPark-PFI制度を導入してリニューアルオープンした公園である。アスレチック設
備やグランピング設備などの集客力のある施設となっており、多様な市民ニーズを受け止め
るために柔軟かつ収益力のある施設を目指す運営の在り方は、本市の公園の今後を考える上
で、参考にしたいところが多くある調査となった。

総務企画常任委員会　7月19日～21日
◆兵庫県神戸市　『空き地活用応援制度について』
　神戸市の空き地施策は、国の制度とは異なり、「除却後の土地」
だけでなく、すでに所有者が自主的に空き家の解体を済ませてい
る空き地や、阪神・淡路大震災後、長らく更地のままとなっている空き地などを対象として
おり、空き地の解釈を広義にとらえている点に特徴がある。
　今後、本市においても空き地・空き家が増えることが見込まれるので、民間の空き地・空
き家を地域利用し、地域コミュニティの活性化やにぎわい創出につなげていくことが重要で
あると考える。
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・�開始時刻はいずれも午前
10時（予定）からです。
・�請願、陳情の提出締切り
は11月20日（月）です。

11月�30日（木）�定例会開会
12月� 1日（金）�一般質問
� 4日（月）�一般質問
� 5日（火）�一般質問予備日
� 7日（木）�議案質疑
� 11日（月）�産業建設常任委員会
� 12日（火）�市民文教常任委員会
� 13日（水）�健康福祉常任委員会
� 14日（木）�総務企画常任委員会
� 20日（水）�定例会閉会

� 6日（水）�午前10時
� 11日（月）�午前10時
� 22日（金）�午前10時※

地上デジタル
112チャンネルで
録画放映されます。

放映（録画）放映（録画）

※会議を開催した　�
場合のみ放映

12月定例会の開催予定 ▶全議員研修会
　８月８日、総務省消防庁 消防
団等充実強化アドバイザーの太田 
佳男 氏を講師にお招きし、「『南海
トラフ巨大地震に備え何をすべき
か』地域防災力の要 安城市消防団
の現状とあるべき姿」をテーマに
研修会を開催しました。

今号は安城南高等学校とのコラボ！市議会だより編集委員が、表紙作品制作者の
美術部２年生の星

ほし

井
い

芽
め

依
い

さんにインタビューしました。（8月25日訪問）

〜安城南高等学校〜

Q.�表紙作品は「てるてるぼうず」という題名ですが、コンセプトはありますか。表紙の絵につ
いて聞かせてください。

A.�「雨上がりのまち」を描きたくて描き始めましたが、描いているうちにてるてるぼうずが
多くなり、中央の子供を主役にしようと思って、この題名をつけました。全部アクリル絵
具で色付けしています。目立つところはクレヨンも使っています。

Q.�「雨上がりのまち」を描こうと思ったのはどうしてですか。�
A.�道路に反射した景色が好きで、それを描きたかったからです。また、魚眼レンズ風の絵を描くのが好きです。
Q.�制作日数はどのくらいかかりましたか。この絵で皆さんに伝えたいことはありますか。
A.�４～５か月くらいです。駄菓子屋の中のお菓子や魚眼のゆがみなど、色々頑張ったところを見てほしいです。

Q.�表紙の掲載作品はどのように決まるのですか。
A.�令和元年5月1日発行号の表紙から、市内の高校生に作品を提
供していただき、若い世代にも安城市議会の活動に興味・関
心をもっていただく機会としています。今号は、安城南高等
学校の順番で、星井さんの絵が選ばれました。

古新聞を調べて
描くなど、観察
力も素晴らしい
ですね。

描きながら創造力を
膨らませていって世
界観ができたという
感じですね。

森下委員森下委員 すば委員すば委員

星井さん星井さん

表紙作品は「アートフェスタ―愛知県高等学校
総合文化祭―」に展示されたものです。注目！

生徒さんから質問

検索安城市議会

あんじょう市議会だよりは、
古紙を70％使用した再生紙と
大豆油インキを使用しています

発行者：安城市議会　編集者：市議会だより編集委員会
問合せ：安城市議会事務局　〒446–8501�安城市桜町18–23
Tel.0566–71–2252／ Fax.0566–77–8200／ E-mail：giji@city.anjo.lg.jp16


